
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講座名 主催機関・団体 日数・時間 

埼玉県中小企業技術者研修 

(短期研修：金属課程） 
（社）埼玉県川口中小企業技術者研修センター 座学2Ｈ×10 日間 

鋳造技術研修会 静岡県銑鉄鋳物工業組合 座学4Ｈ×11 日間 

三重県鋳造技術者育成研修 三重県工業研究所金属研究室 
座学29Ｈ（8 日間） 

実習26H（5 日間） 

鋳造技術者初級研修 島根県鋳造関連産業振興協議会 座学17Ｈ（4 日間） 

鋳造初級講座 日本鋳造工学会北陸支部 座学10Ｈ（2 日間）+工場見学 

「アルミの鋳物講座」（1 日） 
「アルミ合金ダイカスト実践講座」（1日） 

※2 講座両方の受講が必要 

日本鋳造工学会東海支部 
座学7Ｈ（1 日間） 

座学7Ｈ（1 日間） 

合計 14H（2 日間） 

夏期鋳造講座 日本鋳造工学会東北支部 座学12.5H 実習4H (3 日間) 

鋳鉄の基礎講座（１日） 

鋳鉄の中級講座（１日） 

※2 講座両方の受講が必要 
日本鋳造工学会東海支部 

座学5.8Ｈ（1 日間） 

座学5.2Ｈ（1 日間） 

合計 11H（2 日間） 

鋳造初級講座 全九州銑鉄鋳物工業組合 
座学10Ｈ（6 日間） 

（2015 年度開催） 

鋳造基礎講座 
日本鋳造協会中国四国支部 

（連携）日本鋳造工学会中国四国支部 
座学30Ｈ（6 日間） 

 鋳物初級講座 
全九州銑鉄鋳物工業組合 

日本鋳造工学会九州支部 
座学47Ｈ（8 日間） 

 鋳物初級講座 日本鋳造工学会北海道支部 
座学12Ｈ（2 日間）2017 年版 

座学10Ｈ（1 日間）2020 年版 

※鋳造工学会の春・秋の講演大会、技術講演会、協会の春秋大会、技術講演会、素形材センターの1日のセ 

ミナー、社内教育、コンサルタントの教育等は受講経歴となりません。 

★本カレッジでは各講義後、レポートの作成、提出が必須となっており、ある程度のレポート作成能力、パソコ

ンの知識が必要となります。また事務局よりの諸連絡、レポートの提出等にメールも多用しますので、ご留意

ください。 
 

2023 年度鋳造カレッジ（鋳造中核人材育成） 
鋳鋼コース 募集要項 

主催: 一般社団法人日本鋳造協会  連携: 公益社団法人日本鋳造工学会 
後援：日本鋳鍛鋼会 

目  的 
将来の工場長や経営幹部となる人材の育成を目的としています。 

（鋳造技術を理論的に理解し、かつ工場管理が出来る人材の育成） 

当講座は基礎講座ではありません。一定レベルの鋳造技術知識を保有される方を対象と

しております。次の経験、知識（またはそれと同等の知識）のない方は受講できません。 

（１）実務経験：「鋳造関係業務 ５年以上」 

但し大学の工学部・理工学部・理学部、又は高等専門学校の機械・材料系を卒

業、又は大学院で鋳造を研究、以上の対象者は経験年数3年以上を可とする。 

 

（２）技術知識（以下の①の研修の受講、又は②の資格の保有） 

①当協会の「鋳造入門講座」、日本鋳造工学会の「技術講習会」、素形材セ

ンターの「鋳造技術研修講座」等の２日以上（講義、実習10時間以上）

のシリーズ的鋳造関係の技術講座、又は、各機関・団体の開催している

以下の12講座のいずれかを受講していること。 

②鋳造関係の国家技能検定資格（2級、1級、特級） 

 

 

受講資格 
（重要） 



 

 

★定員に達しない場合には開催を延期することがあります。
★Web 講義方法（Zoom）につきましては事前確認を実施しますのでご安心ください。また、
受講の際、Web 講義とコロナ感染対策について確認書に同意していただくことになります
のでご了承ください。

受講期間 2024年 2月19日（月）～2月23日（金）の連続5日間 （予定） 
内 容 溶解 ～ 検査までの実習、講義、事例研究、

会 場 クボタ教育センター

工場見学 各地区の日程をご確認下さい。

開 講 式・開催日程 各地区の日程をご確認ください

認 定 式 2024年5月（予定） 全  体 

称号授与 
所定の出席数、成績を満たした方には、当協会認定「鋳造技士（Foundry Expert）」の認定

証を授与します。

お問合せ 

一般社団法人日本鋳造協会 鋳造カレッジ 事務局 篠崎

〒105-0011 東京都港区芝公園三丁目5番8号 機械振興会館5階501号室 
TEL：03-3432-2991   FAX：03-3433-7498   E-mail：college@foundry.jp 

詳細はカリキュラムをご覧ください。 

特  典 

授与された称号「鋳造技士（Foundry Expert）」は名刺等の印刷物に使用できます。 
「鋳造技士」に認定された方は、当協会機関誌「鋳造ジャーナル」、日本鋳造工学会機関誌「鋳造

工学」にお名前と写真を掲載します。

「鋳造技士に認定されると、日本鋳造工学会の正会員となり、技術講演会、技術交流会などの学会

諸活動の参加と情報収集が可能になります。（正会員会費は、最初の３年間は日本鋳造協会が支出します。）

インター

ンシップ

申  込 

2023年4月3日（月）～5月12日（月） 先着順。 
「2023年度鋳造カレッジ受講申込書」に全項目、漏れなく記入のうえ、メールに添付し、
お送りください。なお、申込書をＰＤＦ化しないでください。
＊郵送、ＦＡＸでのお申し込みは受付致しません。
＊事務局がメールを受付受信しましたら、開封確認メールをお送りします。
資格審査後、受講者には受講通知を5月下旬ごろお知らせします。請求書は後日お送りし
ます。なお、定員を超えた場合は、1社1名に制限させて頂く場合があります。 

定  員 受講料 

（一社）日本鋳造協会 会員 385,000円

（本体：350,000円・消費税：35,000円） 

（公社）日本鋳造工学会（一社）日本鋳鍛鋼会 会員

451,000円（本体：410,000円・消費税：41,000円）

非会員 660,000円 
（本体：600,000円・消費税：60,000円） 

＊講座中の交通費、宿泊費、昼食費等は含みません。

15名 
【最小催

行人数10
名】

受講期間 各地区の日程をご確認ください。

受講内容 30コマ×2時間＝60時間 
・各コース共通講義18コマ＝共通9科目、管理5科目、地区別4科目

※共通講義は関東・東海・中国四国地区のいずれかの希望地区にて鋳鉄コースと

同時受講となります。

・鋳鋼コース専門科目＝専門講義12コマ（機械振興会館での集中講座となります）

※開催地区以外で鋳鋼コースをご希望の方は、今年度専門科目を受け、来年度以降

お近くの地区で受講することも可能です。

講  義 

※講義の一部がZoomによるWeb講義となります。詳細は、講義カリキュラム・講義内容をご覧ください。 



 

 

★開催期間 ： 2023 年 7 月 1 日（土）～2024 年 2 月 23 日（金）の 19 日間 
講義受講日程 ： 2023 年 7 月 1 日（土）～12 月 2 日（土）の 12 日間 
開催場所 ：川口鋳物工業協同組合・Web 講義。 インターンシップはクボタ教育センター（兵庫県尼崎市） 
＊黄色の網掛け   は鋳鋼コースの講義です。 鋳鉄コースの方は受講しません。 その他の講義は共通です。★は Web 講義日。 

集中講義＝専門科目 12 コマ 2023 年 9 月 12 日(火)～15 日(金) 4 日間連続 
  （3 地区の鋳鋼コース受講者が同時受講になります。） 
開催場所： 機械振興会館（東京都港区芝公園 3丁目 5 番 8号） 
 

ｺﾏ№ 日 程 時 間 区分 科 目 ・ 内 容 講師（予定） 

 

7 月 1 日 

（土） 

9：１0～9：50  開講式 ・オリエンテーション  

１ 10：00～12：00 共通 1 鋳造概論 佐藤万企夫（元日本鋳造工学会） 

２ 13：00～15：00 管理 1 生産管理 木村寿利（㈱木村鋳造所） 

３ 15：10～17：10 共通 2 状態図の基礎 岡根利光（ものつくり大学教授） 

４ 

7 月 29 日 

（土） 

10：00～12：00 共通 4 非鉄鋳物概論 吉田 誠（早稲田大学教授） 

５ 13：00～15：00 共通 9 コンピュータシミュレーション概論 木下慎一（クオリカ㈱） 

６ 15：10～17：10 共通 7 模型製作 中村誠一（㈱田口型範） 

７ 8 月 18 日 

（金） 

★WEB 

12：50～14：50 共通 3 鉄系鋳物概論（鋳鉄・鋳鋼） 鈴木克美（ものつくり大学名誉教授） 

８ 15：00～17：00 共通 5 生型の鋳型用材料と造型法 佐藤和則（日本鋳造工学会） 

９ 
9 月１日 

（金） 

★WEB 

10：00～12：00 共通 6 生型以外の鋳型用材料と造型法 橋本邦弘（新東工業㈱） 

１０ 12：50～14：50 管理 2 原価管理 長坂悦敬（甲南大学名誉教授） 

１１ 15：00～17：00 管理 3 品質管理（ＴＱＣ，検査法） 平野春好（武山鋳造㈱） 

１２ 

9 月 12 日 

（火） 

9：45～11：45 専門１ 状態図・凝固・組織 津村 治（鋳鋼・鋳造コンサルタント) 

１３ 12:30～14:30 専門２ 製鋼アーク炉操業 糸藤春喜（㈱I2C 技研） 

１４ 14:50～16:50 専門３ 高周波誘導炉操業 来栖直敏（新東北メタル㈱） 

１５ 

9 月 13 日 

（水） 

9:30～11:30 専門４ 鋳鋼の生産技術 小林良紀（小林技術士事務所） 

１６ 12:20～14:20 専門５ 量産鋳鋼品の製造プロセス 佐藤一広（福島製鋼㈱） 

１７ 14:40～16:40 専門６ 鋳鋼の鋳造方案 久保晴義（元）㈱神戸製鋼所） 

１８ 

9 月 14 日 

（木） 

9:30～11:30 専門７ 鋳鋼の用途・展望 清水一道（室蘭工大大学院教授） 

１９ 12:20～14:20 専門８ 炭素鋼・低合金鋼鋳鋼と特殊鋳鋼 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

２０ 14:40～16:40 専門９ 高合金鋳鋼の特性 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

２１ 

9 月 15 日 

（金） 

9:30～11:30 専門 10 鋳鋼の熱処理 山田恒二（㈱酉島製作所)  

２２ 12:20～14:20 専門 11 鋳鋼の鋳仕上げ・溶接 日根野 実（㈱クボタ） 

２３ 14:40～16:40 専門 12 鋳鋼の不良対策 小林良紀（小林技術士事務所） 

２４ 10 月 20 日

（金） 

★WEB 

12：50～14：50 管理 4 安全・衛生管理、環境管理、省エネルギー 釘宮浩己（㈱プロテリアル） 

２５ 15：00～17：00 管理 5 設備管理 田村浩一（㈱)IJTT） 

２６ 

11 月 2 日 

（木） 

★WEB 

10：00～12：00 共通 8 鋳造品の品質保証と非破壊検査 藤本正樹（ヨシワ工業㈱） 

２７ 
11 月 18 日

（土） 
9：30～12：00 地区 2 鋳造欠陥の調査 五十嵐芳夫（元・日立金属㈱） 

２８ 

12 月 2 日

（土） 

10：00～12：00 地区 1 ダイカスト概論 西 直美（ものつくり大学名誉教授） 

２９ 13：00～15：00 地区 3 溶解原材料の汚染対策 山浦秀樹（㈱プロテリアル） 

３０ 15：10～17：10 地区 4 人事管理（人材育成，目標管理，技術伝承を含む） 宮本和幸（㈱プロテリアル） 

 予備日   ２０２３年１２月９日（土）  

2024 年 2 月 2 日（金）～3 日（土） 工場見学（木村鋳造所他 1 社）  

2024 年 2 月 19 日（月）～23（金） インターンシップ クボタ教育センター 

 

関東地区 鋳鋼コース 日程および講義カリキュラム 



 
 

 
★「鋳造カレッジ東海地区鋳鉄コース」受講期間：2023 年 7 月 7 日(金)～2024 年 2 月 23 日（金)の 19 日間 

「講義」  開催日程：2023 年 7 月 7 日（金） ～ 2023 年 12 月 1 日（金）の 13 日間 
「講義」  開催場所：愛知県鋳物工業協同組合二階会議室 (愛知県名古屋市昭和区白金 3-13-5) 
 インターンシップはクボタ教育センター（兵庫県尼崎市） 
＊黄色の網掛け   は鋳鋼コースの講義です。 鋳鉄コースの方は受講しません。 その他の講義は共通です。★は Web 講義日。 

集中講義＝専門科目 12 コマ 2023 年 9 月 12 日(火)～15 日(金) 4 日間連続 
  （3 地区の鋳鋼コース受講者が同時受講になります。） 
開催場所： 機械振興会館（東京都港区芝公園 3 丁目 5 番 8 号） 
 

コマ 日 程 時 間 区分 科 目 ・ 内 容 講師（予定）候補 

 

7 月 7 日 

（金） 

10:20～11:20   開講式 ・オリエンテーション 関係各位 

１ 12:20～14:20 共通 1 鋳造概論 万谷義和 （鈴鹿工業高等専門学校) 

２ 14:30～16:30 共通 2 状態図の基礎 調整中 

３ 
7 月 21 日 

（金） 

9:30～11:30 
12:20～14:20 

地区 3 大物鋳物の CAE 活用事例・鋳造工場での Iot 導入と実施例 菅野利猛 （(㈱木村鋳造所) 

４ 14:30～16:30 地区 4 なぜなぜ解析 入門 
菅野利猛 （(㈱木村鋳造所)、 

補助要員 姜 一求 （(㈱木村鋳造所) 

５ 

8 月 4 日 

（金） 

9:30～11:30 ★共通 4 非鉄鋳物概論（軽合金・銅合金） 林 壮一 （（株）マルサン木型製作所） 

６ 12:20～14:20 ★共通 7 模型製作 山下知宏 （（株）木村鋳造所） 

７ 14:30～16:30 ★共通 9 コンピュータ シミュレーション概論 牧野泰育 (新東工業（株）) 

８ 8 月 18 日 

（金） 

★WEB 

12：50～14：50 共通 3 鉄系鋳物概論（鋳鉄・鋳鋼） 鈴木克美（ものつくり大学名誉教授） 

９ 15：00～17：00 共通 5 生型の鋳型用材料と造型法 佐藤和則（日本鋳造工学会） 

１０ 
9 月１日 

（金） 

★WEB 

10：00～12：00 共通 6 生型以外の鋳型用材料と造型法 橋本邦弘（新東工業㈱） 

１１ 12：50～14：50 管理 2 原価管理 長坂悦敬（甲南大学名誉教授） 

１２ 15：00～17：00 管理 3 品質管理（ＴＱＣ，検査法） 平野春好（武山鋳造㈱） 

１３ 

9 月 12 日 

（火） 

9：45～11：45 専門１ 状態図・凝固・組織 津村 治（鋳鋼・鋳造コンサルタント) 

１４ 12:30～14:30 専門２ 製鋼アーク炉操業 糸藤春喜（㈱I2C技研） 

１５ 14:50～16:50 専門３ 高周波誘導炉操業 来栖直敏（新東北メタル㈱） 

１６ 

9 月 13 日 

（水） 

9:30～11:30 専門４ 鋳鋼の生産技術 小林良紀（小林技術士事務所） 

１７ 12:20～14:20 専門５ 量産鋳鋼品の製造プロセス 佐藤一広（福島製鋼㈱） 

１８ 14:40～16:40 専門６ 鋳鋼の鋳造方案 久保晴義（元）㈱神戸製鋼所） 

１９ 

9 月 14 日 

（木） 

9:30～11:30 専門７ 鋳鋼の用途・展望 清水一道（室蘭工大大学院教授） 

２０ 12:20～14:20 専門８ 炭素鋼・低合金鋼鋳鋼と特殊鋳鋼 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

２１ 14:40～16:40 専門９ 高合金鋳鋼の特性 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

２２ 

9 月 15 日 

（金） 

9:30～11:30 専門 10 鋳鋼の熱処理 山田恒二（㈱酉島製作所)  

２３ 12:20～14:20 専門 11 鋳鋼の鋳仕上げ・溶接 日根野 実（㈱クボタ） 

２４ 14:40～16:40 専門 12 鋳鋼の不良対策 小林良紀（小林技術士事務所） 

２５ 10 月 20 日
（金） 

★WEB 

12：50～14：50 管理 4 安全・衛生管理、環境管理、省エネルギー 釘宮浩己（㈱プロテリアル）   
 

２６ 15：00～17：00 管理 5 設備管理 田村浩一（㈱)IJTT） 

２７ 

11 月 2 日 
（木） 

★WEB 
10：00～12：00 共通 8 鋳造品の品質保証と非破壊検査 藤本正樹（ヨシワ工業㈱） 

２８ 11 月 17 日 
（金） 

12:20～14:20 地区 1 小物鋳物のＣＡＥ活用事例 道岡裕也 （アイシン高丘㈱） 

２９ 14:30～16:30 地区 2 鋳造設備システムの基礎 兼重明宏 （豊田工業高等専門学校） 

３０ 
12 月 1 日 

（金） 
14:30～16:30 管理 1 生産管理 平野春好 （武山鋳造㈱） 

 
12 月 8 日

（金） 
（別途）  工場見学 （トヨタ自動車 明知工場）  

2024 年 2 月 19 日（月）～23（金） インターンシップ クボタ教育センター 

 

東海地区 鋳鋼コース 全体日程及び講義カリキュラム  
 



 
   
 

★受講期間：2021 年７月 14 日(金)～2022 年 2 月 23 日（金）の 18 日間 
講義開催日程： 2021 年 7 月 16 日（金）～2021 年 11 月 18 日（土）の 12 日間 
開催場所： 広島県鋳物工業協同組合（広島市西区横川新町8-25）、広島市工業技術センター(広島市中区千田町3-8-24) 

  インターンシップはクボタ教育センター（兵庫県尼崎市） 
＊黄色の網掛け   は鋳鋼コースの講義です。 鋳鉄コースの方は受講しません。 その他の講義は共通です。★は Web 講義日。 

集中講義＝専門科目 12 コマ 2023 年 9 月 12 日(火)～15 日(金) 4 日間連続 
  （3 地区の鋳鋼コース受講者が同時受講になります。） 
開催場所： 機械振興会館（東京都港区芝公園 3 丁目 5 番 8 号） 
 

コマ No 日程 時間 区分 科 目 ・ 内 容  講師 （予定） 

 

 7 月 14 日 
（金) 

11:00～12:00  開講式・オリエンテーション    

１ 13:00～15:00 共通 1 鋳造概論  糸藤春喜（(株)Ｉ２Ｃ技研） 

２ 15:15～17:15 共通 2 状態図の基礎  信木関（近畿大学教授） 

３ 

7 月 15 日 
(土) 

10:00～12:00 共通 4 非鉄鋳物概論（軽合金 ･ 銅合金） 木谷 実（㈱シンコー） 

４ 13:00～15:00 共通 9 コンピュータシミュレーション 概論 尾崎公一（岡山県立大学教授） 

５ 15:15～17:15 地区 2 ダイカスト概論 板村正行（元，東北大学） 

６ 8 月 18 日 

（金） 
★WEB 

12：50～14：50 共通 3 鉄系鋳物概論（鋳鉄・鋳鋼） 鈴木克美（ものつくり大学名誉教授） 

７ 15：00～17：00 共通 5 生型の鋳型用材料と造型法 佐藤和則（日本鋳造工学会） 

８ 
9 月１日 

（金） 
★WEB 

10：00～12：00 共通 6 生型以外の鋳型用材料と造型法 橋本邦弘（新東工業㈱） 

９ 12：50～14：50 管理 2 原価管理 長坂悦敬（甲南大学名誉教授） 

10 15：00～17：00 管理 3 品質管理（ＴＱＣ，検査法） 平野春好（武山鋳造㈱） 

11 

9 月 12 日 
（火） 

9：45～11：45 専門１ 状態図・凝固・組織 津村 治（鋳鋼・鋳造コンサルタント) 

１２ 12:30～14:30 専門２ 製鋼アーク炉操業 糸藤春喜（㈱I2C技研） 

１３ 14:50～16:50 専門３ 高周波誘導炉操業 来栖直敏（新東北メタル㈱） 

１４ 

9 月 13 日 
（水） 

9:30～11:30 専門４ 鋳鋼の生産技術 小林良紀（小林技術士事務所） 

１５ 12:20～14:20 専門５ 量産鋳鋼品の製造プロセス 佐藤一広（福島製鋼㈱） 

１６ 14:40～16:40 専門６ 鋳鋼の鋳造方案 久保晴義（元）㈱神戸製鋼所） 

１７ 

9 月 14 日 
（木） 

9:30～11:30 専門７ 鋳鋼の用途・展望 清水一道（室蘭工大大学院教授） 

１８ 12:20～14:20 専門８ 炭素鋼・低合金鋼鋳鋼と特殊鋳鋼 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

１９ 14:40～16:40 専門９ 高合金鋳鋼の特性 麻生節夫（元秋田大学大学院） 

２０ 

9 月 15 日 
（金） 

9:30～11:30 専門 10 鋳鋼の熱処理 山田恒二（㈱酉島製作所)  

２１ 12:20～14:20 専門 11 鋳鋼の鋳仕上げ・溶接 日根野 実（㈱クボタ） 

２２ 14:40～16:40 専門 12 鋳鋼の不良対策 小林良紀（小林技術士事務所） 

２３ 10 月 20 日
（金） 
★WEB 

12：50～14：50 管理 4 安全・衛生管理、環境管理、省エネルギー 釘宮浩己（㈱プロテリアル） 

２４ 15：00～17：00 管理 5 設備管理 田村浩一（㈱)IJTT） 

２５ 
11 月 2 日 

（木） 
★WEB 

10：00～12：00 共通 8 鋳造品の品質保証と非破壊検査 藤本正樹（ヨシワ工業㈱） 

２６ 11 月 17 日 
（金) 

13:00～15:00 地区 1 CAE による引け巣予測の実際 宮本諭卓（(株)宇部スチール） 

２７ 15:15～17:15 管理 1 生産管理 田中伸二（(株)アサゴエ工業） 

２８ 

11 月 18 日 

(土) 

10:00～12:00 地区 3 鋳鉄鋳造概論（キュポラ・誘導路溶解理論と実際） 田中裕一 （マツダ（株）） 

２９ 13:00～15:00 共通 7 模型製作（CAD/CAM,,RP を含む） 糸川信哉（(株)今西製作所） 

３０ 15:15～17:15 地区 4 鋳鉄の金型鋳造法 糸藤春喜（(株)Ｉ２Ｃ技研） 

 12 月 8 日(金) 14：00～16：00  工場見学  大和重工株式会社  

 12 月 16 日(土)   予備日  

2024 年 2 月 19 日（月）～23（金） インターンシップ クボタ教育センター 
 

中国四国地区 鋳鋼コース 全体日程及び講義カリキュラム 
 



開催日程： 2024年2月19日（月）～23日（金）

開催場所： ㈱クボタ教育センター(KEC)、㈱クボタ 枚方研修所、山川産業㈱

日程 項目 時間 実習内容と目的 研修場所 講義講師

【1日目】 （開校） 9:00～10:00 00)開講挨拶及び歓迎挨拶 ［元KEC］舩越

2月19日 01) オリエンテーション ［KEC］ ［元KEC］蘭

（月） ・講座内容、注意点等の連絡 実習室

02) 安全教育

・安全教育の実施と合意確認書への署名

砂混練・造型 10:00～16:00 03-1) グループ(2人/G)による方案検討・決定

03-2) 押湯型（発泡スチロール）の作製

03-3) 鋳型（ CO2型）の造型

・鋳物砂の配合と砂混練を体験する ［KEC］ ［元KEC］蘭

・与えられた模型（木型）と金枠に適した湯口系を設計する 鋳物道場 [技術士事務所]小西

・中子成形、主型造型（有枠）を体験する ［元KEC］石本

　　１１：４５～１２：３０（昼休み）

配合計算 16:00～17:00 04) 配合計算 ［KEC］

・原材料の成分、副資材の歩留り、配合計算の手順を学習する 実習室

　　１６：４５～１７：００（実習場の清掃、終礼）

【2日目】 溶解・鋳込み 9:00～13:00 05) 溶解・鋳込み

2月20日 ・溶解・鋳込時の注意点を学ぶ ［KEC］ [技術士事務所]小西

（火） ・成分調整、温度測定、鋳込みを体験する 鋳物道場 ［元KEC］蘭

・誘導炉の特性、地金管理の重要性を知る

・型バラシ

型バラシ→１１：４５～１２：３０（昼休み）

材料試験 13:00～16:00 06) 材料試験 （SCW410） ［KEC］

・引張試験、衝撃試験（0℃）、硬度試験の適用例を学ぶ 試験室

・研磨試料でブリネル硬度計操作、測定・硬度換算を行う ［元KEC］蘭

外観検査 16:00～17:00 07) 外観検査 ［KEC］ ［クボタ］日根野

　 ・外観検査により方案を検分する 鋳物道場 ［元KEC］山口

　　１６：４５～１７：００（実習場の清掃、終礼）

【3日目】 溶接作業 9:00～12:30 08) 溶接作業 8:30京阪電車 ［元KEC］伊藤

2月21日 ・溶接作業に係わる安全教育と合意確認書へ署名 枚方市駅集合

（水） （前日詳細連絡） [クボタ]坂本

・溶接欠陥サンプルの各種欠陥を観察、原因及び対策を学ぶ

・溶接機の使い方、アークの出し方、ストレートビードの置き方を体得する ［元KEC］伊藤

　　１１：４５～１２：３０（昼休み） 〔クボタ〕枚方 [クボタ]坂本

12:30～16:30 09）溶接実習 枚方研修所 ［クボタ］小谷

鋳鋼工場見学 15:30～16:30 ・鋳鋼工場見学　 [クボタ]吉田

まとめ 16:30～17:00 ・質疑応答 [クボタ]坂本

　　１６：４５～１７：００（実習場の清掃、終礼） ［クボタ］小谷

【4日目】 製品評価 9:00～12:30 10) 特性要因図と品質対処法

2月22日 ・現物（切断品）から不良原因を推定する [技術士事務所]小西

（木） ・特性要因図を作成し対策を立案する ［クボタ］小谷

・グループ別に発表をおこない、討論する

　　１１：４５～１２：３０（昼休み） ［KEC］

溶接試験片の評価 12:30～13:10 11) 前日の溶接実習試験片のＲＴによる評価 実習室 ［クボタ］小谷

・ＲＴ検査の概要を知る

組織観察 13:10～14：00 12) 顕微鏡組織観察（金属組織）〔SCW410 AsCast/焼鈍〕 ［クボタ］日根野

・熱処理材含め、各種鋳鋼の組織を知る

CAE 14:00～17:00 13) 鋳造シミュレーション ［KEC］

・鋳造シミュレーションの概要と手順を学ぶ ものづくり実習室 ［大阪産業大学］杉山

・鋳鋼事例・計算事例の紹介より鋳造CAEの現状と課題を知る

【5日目】 鋳物砂・砂試験 9:00～13:00 14) 鋳物砂と専門的な砂試験

2月23日 ・見学概要と関連する講座内容の復習

（金） ・生型砂と自硬性砂の砂試験法を学ぶ 山川産業（株） ［山川産業］川上

・砂の成分分析、SEM観察等を行う

　　１２：00～１３：００（移動、昼休み）

まとめ 13:00～16:00 15） 実習のまとめ・資料作成（PC）・結果発表・質疑応答

（閉校） 発表時間は8分/人（14:00～16:00） ［KEC］ [技術士事務所]小西

16:00～17:00 16） 実習全体のまとめ 実習室 ［元KEC］蘭

・受講者の感想・要望を聞く

17) 閉講挨拶 [技術士事務所]小西

＊2022年度カリキュラムをもとにしており、内容は変更される場合があります。

溶接と非破壊試験の
実際 ・溶接実習でJISZ3801に基づくA-2Fで試験片を作製し、試験片の

放射線透過試験を実施する

・溶接方法と機器の概要を学ぶ、主に被覆アークに関し溶接方法、
溶接機、溶接棒の概要を知る

2023 年度　鋳造カレッジ　鋳鋼コース インターンシップ カリキュラム

オリエンテーション・
安全教育



鋳鋼専門科目  

科目 講義項目 キーワード 内容・到達目標 講師（予定） 

鋳鋼 1 状態図・凝固・組織 

基本状態図 Fe-C 系 

鋳造組織 樹枝結晶 

熱処理組織 

鋳鋼の凝固は樹枝状晶の生成として行われる。 

凝固過程で順次δ相、γ相となり、ついでα相と

パーライトに分かれる。指向性凝固、基地組織と

材料特性の理解を高める。 

津村 治 
（鋳鋼・鋳造コ

ンサルタント） 

鋳鋼 2 製鋼アーク炉操業 

高温溶解 炉内雰囲

気の酸化・還元調整 

酸素吹精精錬 

アーク炉の稼動状況は平成元年に高周波炉にトッ

プの座を譲り、現状は１～１０Ｔ炉が大半を占め

ている。 性状の良い溶鋼について解説する。 
糸藤春喜 

(㈱Ｉ２Ｃ技研) 

鋳鋼 3 高周波誘導炉操業 

迅速加熱高温溶解 

高熱効率 自動攪拌 

多品種少量生産 

鋳鋼品業界はこの高周波誘導炉へ集中化を進行さ

せている。電力や生産性を考慮した現れである。

溶鋼レベル、溶解能力、溶解技能などを解説 

来栖直敏 
（新東北メタル

㈱） 

鋳鋼 4 鋳鋼の生産技術 

鋳鋼材質の多様性 

鋳型の特徴と選定 

鋳鋼の独特の工程 

鋳鋼とは？材質の多様性、生産量に適応した鋳型

の選定。湯口押し湯の除去法。材質確保のための

各種熱処理法など生産技術に解説。 

小林良紀 

（小林技術士事

務所） 

鋳鋼 5 量産鋳物鋳造 

生型工法による大量

生産と生型砂の管理 

自硬性鋳型工法 

自動車部品、機械部品、消耗部品などの小物鋳鋼

品の製造、造型法について解説する。 

後工程の鋳仕上げ工程への配慮事項の実践。 
佐藤一広 

（福島製鋼㈱） 

鋳鋼 6 鋳鋼の鋳造方案 

鋳鋼品の鋳造方案 

指向性凝固と欠陥 

品質・コスト・納期 

鋳造方案を決定するときに考慮すべき事項、遵守

すべき手順等を習得する。 

基本方針の決定・健全性の確保・押し湯設計・湯

口設計・重量計算と予算(見積もり額) 

久保晴義 
（元㈱神戸製鋼

所） 

鋳鋼 7 鋳鋼の用途・展望 

鋳鋼の特長を生かし

た用途 

鋳鋼品の将来展望 

鋳鋼の用途別生産量(金額),用途例を挙げそこに

使用される理由を知ると共に競合材に対する強み

弱みを考える。さらに鋳鋼品の多様化するニーズ

へ応える将来展望を解説する。 

清水一道 
（室蘭工大大学

院教授） 

鋳鋼 8 
炭素鋼・低合金鋼鋳

鋼と特殊鋳鋼 

炭素鋼・低合金鋼鋳

鋼・耐磨耗鋼鋳鋼品の

種類と材質特性 

鋳鋼品生産量の８割を占める普通鋳鋼品の材質の

特長を詳細に解説する。用途に合った品質機能を

作り込むための製造上の留意点、改善点なども事

例を挙げて説明する。また溶解技術・鋳造技術の

発展に基ずく製品開発にも触れる。 

麻生節夫 
（元秋田大大学

院教授） 

鋳鋼 9 
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋳鋼・耐熱

鋼鋳鋼 

ステンレス鋼鋳鋼

品・耐熱鋼鋳鋼品の種

類と材質特性 

高マンガン鋼鋳鋼品

高クロム鋼鋳鋼 

ステンレス鋼鋳鋼品（SCS 系）、耐熱鋼鋳鋼品(SCH

系)系、及び高クロム鋼・高マンガン鋼鋳鋼などに

ついて材質特性、製造法などを解説する。また鋳

鋼品の特徴を生かした製品開発などにも触れる。 

麻生節夫 

（元秋田大大

学院教授） 

 

鋳鋼

10 
鋳鋼の熱処理 

鋳放し組織と機械的

性質 

熱処理組織と機械的

性質 

熱処理の種類と効果 

鋼の熱処理の基礎及び鋳鋼品に施される熱処理の

種類と機械的性質について解説する。熱処理品の

設計とその実際についても触れる。 
山田恒二 

（㈱酉島製作所） 

鋳鋼

11 

鋳鋼の鋳仕上げ・溶

接 

鋳鋼鋳仕上げ作業温

度管理 

溶接補修、組立溶接 

鋳仕上げ工程及び製造上の一工程とみなされてい

る補修溶接について解説する。さらに組立溶接も

広く鋳鋼品に使用されていることから溶接技術一

般についても述べる。 

日根野 実 

（㈱クボタ） 

鋳鋼

12 
鋳鋼の欠陥と対策 

欠陥の名称 

欠陥現象例と対策 

記録と是正処置 

鋳鋼品の試験、検査、および鋳造欠陥とその対策

について解説し理解を深める。同時に QC 的不良対

策手法を習得し、品質向上を図る。 

小林良紀 

（小林技術士事

務所） 

※「共通科目」「管理科目」「地区別科目」については、受講する各地区の鋳鉄コース講義内容をご参照く

ださい。 



 
 
 

   

 

 
 

 

●（株）クボタ教育センター 

クボタものづくり実習室 

クボタ鋳物道場 
 

〒６６１－８５６７ 

兵庫県尼崎市浜１－１－１ 

TEL：０６－６４７０－５９６０ 

FAX：０６－６４７０－５９６６ 

 

交通手段 

ＪＲ尼崎駅北口より徒歩約１０分 

 

 

 

 

 

● 山川産業（株） 管理センター 

 

〒６６０－０８０５ 

兵庫県尼崎市西長洲町１－３－２７ 

TEL：０６－４８６８－１５６０ 

FAX：０６－４８６８－１５６１ 

 

   交通手段 

   ＪＲ尼崎駅南口より徒歩約１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         山川産業（株） 
 
 
 

※「共通科目」「管理科目」「地区別科目」については、受講する各地区の会場ご参照ください。 

鋳鋼コース インターンシップ会場 (4地区合同) 



・講義の一部が Zoom による Web 講義となります。受講の際には、カメラ付きパソコンや Wi-Fi

等の受信環境が必要となります。なお、受講が決定しましたら、開講までにカレッジ事務局と

受講者の皆様とで操作方法などの事前確認を実施しますので、ご安心ください。

・新型コロナ感染予防対策として、コロナ感染対策ガイドライン（下記）を作成し、受講中は従

っていただくこととなります。また、感染状況によっては予定が変更となる場合がございます

のでご了承ください。

 当協会では、鋳造カレッジ実施にあたり、コロナ感染対策として以下を実施いたします。受講生の皆様におか

れましてはご協力とともに、感染予防の徹底をお願いいたします。 

・会場では座席配置等、3 密を避けるためソーシャルディスタンスを保ち、また、入室前の体

温測定、定期的な換気、消毒液の設置など徹底した対策を行います。

・マスク着用、手洗いうがいの徹底にご協力下さい。なお、体温測定で37.5度を超えた場合、 

受講をお控えいただくこととなります。また、事前に体調が悪い方は出席を見合わせてくだ

さい。

・期間中、協会主催の懇親会・祝賀会等は開催しません。なお、受講生同士が交流の場を持つ

場合や受講日前後に宿泊が必要な受講生は、十分な感染症対策を徹底してください。

・ワクチン接種もご検討下さい。

 ・感染状況によっては、対面形式の講義をZOOMによるWEB講義に切替える事があります。また、 

インターンシップや工場見学等、一部の日程を変更することがあります。 

    今年度、鋳造カレッジ・鋳造カレッジ上級コースにて利用できる助成金は以下の通りです。 

≪ 人材開発支援助成金（ 旧キャリア形成促進助成金 ） ≫ 

平成 29 年 4 月 1 日からキャリア形成促進助成金は人材開発支援助成金と名前が変更となりまし

た。同助成金のうち、鋳造カレッジおよび上級コースに関係するものとしては、「特定訓練コース」と

「一般訓練コース」となります。対象企業、対象者の条件等により申請できるコース、助成率、助成

額が異なります。詳細は下記よりご確認の上、ご検討下さい。 

厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/d01-1.html 

※くわしくは、各都道府県労働局や最寄りのハローワーク窓口にてお問い合わせください

各種助成金についてのご案内

（重要）  コロナ感染対策ガイドライン

（重要）  お申込みおける注意事項




